
河川・水路における自然浄化対策の推進に係る取組事例集の作成について 

 

・第４期実行５か年計画において、「効果的な河川・水路の整備についての事例集作成」

を計画している。 

・今後に市町村が実施する河川・水路整備の参考となるような整備事例をまとめた資料

を作成する。 

・令和７年度から事例収集を始め、令和８年度中に作成・公開したい。 

・事例集の作成イメージは別添のとおり。 

 

＜参考；第４期実行５か年計画＞ 
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（参考） 

・年度別事業箇所一覧 

 ・生態系に配慮した河川・水路等の整備指針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５例程度を紹介 

（記載は仮の事例） 



１ はじめに 

  かながわ水源環境保全・施策大綱（平成 17 年 11 月）において、本県では将来にわたり県民

が必要とする良質な水の安定的確保を目的として、水の恵みの源泉である水源環境の保全・再

生を推進すべく、平成 19 年以降の 20 年間における水源環境保全・再生の取組の基本方針と施

策の大要を示しました。この施策大綱に基づき、「かながわ水源環境保全・再生実行５か年計画」

を第１期から第４期まで策定し、将来にわたり県民が必要とする良質な水の安定的確保を目的

として、水の恵みの源泉である水源環境の保全再生を推進してきました。 

  ・・・・ 

 

本事例集は、水源環境保全・再生施策のうち「河川・水路における自然浄化対策の推進」と

して取り組んだ事業のうち、『生態系に配慮した河川・水路の整備』、『河川・水路における直接

浄化対策』について今後市町村が実施する取組の参考になることを期待して、施工事例を紹介

します。 

 

 

 

 ＜本事例集で紹介する市町村及び河川＞ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚木市 

（善明川、恩曽川、北久保川） 
相模原市（姥川） 

松田町（河土川） 

（記載は仮の事例） 



２ 「河川・水路における自然浄化対策の推進」の概要  

 

ねらい 
水源として利用している河川において、生態系による自然浄化や水循環の

機能を高めることで、水源水質の維持・向上を目指す。 

対象区域 

相模川水系・酒匂川水系取水堰の県内集水域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 
相模川水系及び酒匂川水系の取水堰の県内集水域に位置する市町村管理

河川やその流域の支流及び水路の環境整備を推進する。 

事業内容 

生態系による自然浄化機能や水循環機能を高める効果のある次のような

整備手法を用いて、生態系に配慮した河川・水路の整備を実施する市町村

への支援を行う。 

(1) 自然の河道形態の保全・再生を図る整備 

・自然石を配置するなどして、瀬と淵ができるような整備を行う。 

(2) 自然の浄化機能の保全・再生を図る整備 

・河床に礫を敷く、護岸に多孔質材を使用するなどして、自然浄化機能

を高める整備を行う。 

(3) 自然の水循環機能の保全・再生を図る整備 

・護岸を空積みにする、河床を水が浸透できる地質にするなどして、伏

流水や湧水を遮断せず、河川との水循環機能を高める整備を行う。 

(4) 自然の生態系の保全・再生を図る整備 

・露出した洲（水際線）や河道内に植物が生育できるような環境を整え

るなど、生物の生息空間を確保し、生態系の保全・再生に資する整備

を行う。 

                            （※第４期計画時点の内容） 

酒匂川水系 

相模川水系 

三保ダム 

飯泉取水堰 

相模ダム 

城山ダム 

宮ケ瀬ダム 

寒川取水堰 



３ 生態系に配慮した河川・水路等の整備事例 

（１）自然の河道形態の保全・再生を図る整備 

①瀬や淵の設置等による多自然型水辺空間の整備（○○市／○○川） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（整備内容の説明） 

※整備前の状況、整備の目的、工法選択の理由な

どを記載 

 

 

 

 

 

○整備により期待される効果 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

○位置図 

 

○断面図 

 

○構造図 

 

（○施工状況写真） 

 

○モニタリング結果 

 

○事業効果の考察 

 

○取組を行った市町村担当者の所感・ＰＲポイント 

 

（整備後写真） 

（整備前写真） 



 

 

（３）自然の水循環機能の保全・再生を図る整備 

 

①連結自然石空石積工による護岸整備（相模原市／姥川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （整備内容の説明） 

  

 

 

 

 

 

 

 

○整備により期待される効果 

   湧水等を遮断せず、河川との水循環機能を高める効果が期待される。また、自然石の

隙間により植物の生息空間を確保する効果や水質浄化の効果も期待される。 

 

 

整備前の状況写真 整備前の状況、整備の目的、工法選択

の理由などを記載 

記載イメージ 



＜位置図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜断面図＞ 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 



＜構造＞ 

   アンカー付きシャフトと背面シャフトにより自然石を背面金網に固定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜施工状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜施工にあたっての留意点＞ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 



○モニタリング結果（水質調査、動植物調査等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事業効果の考察 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○取組を行った市町村担当者の所感・ＰＲポイント 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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